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   絶対契約(ヨシュア10:12-15)
　
この世の中には、いろいろなものがたくさんあります。しかし、その中で永遠に変わらないものはありません。すべてが、実は変わりつつあるところだし、世にあるものは、結局は消えて無くなるものだらけです。そのような世の中を生きていて、勝利するための鍵はどこにあるのでしょうか。人生勝利の鍵は、変わりつつある不完全な世の中において、変わることのない絶対というものを握る人、その人こそが人生まことの勝利者になるわけです。
しかし、何が絶対なのでしょうか。絶対という言葉はあります。特に、「もう絶対許しません」「私は絶対医者になる」など、人間の覚悟や気持ちを現すときに、絶対という言葉がよく使われます。それはもちろん、その人の気持ちの現われでしょうけれども、絶対というのは、人間に当てはまる言葉ではありません。絶対は神様のものであり、神から出たものにだけ当てはまる言葉なのです。ですから、絶対を握る人が人生の勝利者になるわけですが、その絶対は神から出たものなのです。他のなにかに目を奪われずに、神を見上げ、神から出たものです。

神から出たものは何でしょうか。それが契約というものです。神様は、私たち人間に絶対的なもの、契約を与えられました。ですから、契約の道を歩む人は、奇跡がともなわれる勝利者になるわけです。そのときの奇跡というものは、契約が絶対なので、人の限界や理解をはるかに超えるわざが伴われるということです。

今日、読んでいただきました聖書の箇所が、その代表的な場面です。先週、申し上げましたギブオンという部族の人たちが、カナンの部族から見たときには裏切り者なので、ギブオンをこのまま置いておくわけにはいかないということで、カナンの連合軍が攻めてきたわけです。そのときに、ギブオンがヨシュアに助けを求めました。ヨシュアはもうすでにイスラエルの一員になっていたので、神様にお祈りを捧げ、ギブオンを助けに行って、敵と戦うことになります。そこで神様の助けによって、その戦いが有利な方向に向かうようになりました。しかし、日没の時間が迫ってきて、暗くなり始めました。ヨシュアとイスラエルの人たちは、カナンの土地について詳しくありません。でも、連合軍はそこの住人なので、日が沈んで暗くなるとイスラエルにだいぶ不利になるわけです。そこでヨシュアは、神様にお祈りを捧げ、このように宣言します。「太陽よ、止まれ。月も止まれ」と。すると、神様がそれに答えられて、太陽が1日ほど動かずに止まることになりました。それで日が沈む時間なのに沈まず、ずっと延びたので、イスラエルは大勝利を収めることになった、というお話です。太陽が止まったということは、後にも前にもこういうことはないと聖書に記されていますが、それこそが奇跡というものなのです。でも、その奇跡は、契約を信じているものが、その契約の道を歩んでいるときに、その契約の成就のために神様から与えられた、神のみわざというものなのです。なので、神様の契約に集中していただきたいと思います。神様の契約だけが絶対です。世の中にはすばらしいものも必要なものも、また、立派なものもたくさんあります。しかし、絶対はありません。なので、世にあるものによって右往左往、また、人生左右されることなどはあってはいけないわけです。
なぜ信者なのに揺れてしまうのでしょうか。絶対を絶対として握っていないからです。神様の契約こそが絶対です。その絶対である神の契約は一体何でしょうか。それこそがキリストです。神様は、キリストを私たち人間、また人類の救いとして、救いの契約として与えられました。ですから、神の契約はキリストであり、だから、キリストこそ絶対なのです。世の中を生きるためには、努力も必要だし、熱心に頑張らないといけないし、最善を尽くすことなど、それは立派なことです。しかし、残念ながら、人間の問題は、そのような最善を尽くすことなどによっては解決になりません。幸せも手に入らないわけです。ですから、キリスト以外にはありません。だから、熱心が必要なものなのでしょうけれども、キリストが絶対です。頑張るから、努力をしているから、キリストがいらないということは、とんでもありません。
また、金持ちになったり、豊かになること、その中にはいろいろな便利さなどもあります。それは本当にいろいろ有益なものがたくさんあります。それにもかかわらず、金持ちになったからといって、豊かになったからといって、幸せになるわけではないし、人生の問題が根本的に変わるわけでもありません。ですから、どんなに金持ちであっても、豊かになるにしても、キリストは絶対なのです。世の中は発展を遂げていて、また変化を遂げています。まばゆい発展と変化ではないでしょうか。良い意味でも悪い意味でも変化しつつあるところです。そこにはすばらしいいろいろなものがありますが、どんなに発展して、どんなに変化があるとしても、世の中が変わることはありません。人生の救いはそこにはありません。ほんとうの意味でまことの幸せと人生の成功は、そこにはありません。発展を遂げて、変化があるとしても、キリストがなくてはいけません。キリストは絶対なのです。
教会がなぜ力がないのでしょうか。信者の方々がなぜ揺れるのかと言いますと、キリストと言いながらも、キリストが絶対ではないからです。キリストが絶対なので、努力や豊かさや、世の中の発展などによって人生が左右されることなどありません。なぜかというと、そういったものはすべて相対的なものであり、結局は変わりつつ消えて無くなるものなのです。この世において絶対というものは、神から得たものであり、神の契約の他にはありません。キリストは絶対なので、キリストを握っているものは、他の何かによって人生が左右されることなどはありません。揺れることはありません。だから、勝利者として立つようになるわけです。騙されないように、惑わされないようにしましょう。
それから、もう一つ、いつも申し上げていることですが、絶対というものは、このキリストの中にある救いの祝福が絶対なのです。イエス様は、キリストを告白するペテロに言いました。「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」。このキリストの中にある祝福は、天にあるすべての祝福をいただいた完璧な祝福であり、神様ご自身がその救われた人の内側に入って永遠にともに住まわれる、神の神殿に変えられる祝福なのです。ですから、当たり前に、ピリピ3：20にあるように、天の御国の国籍が与えられて、いつ死んでも天国に迎え入れられるようになる、その希望にあふれる祝福なのです。完璧な祝福です。ローマ8：39にあるように、この祝福は誰も奪うことができないし、35節から37節にあるように、患難、困難、危険や死でさえ、この祝福を奪うことができません。だから、どんな境遇においても、圧倒的な勝利者になる祝福です。キリスト・イエスの中にある祝福、永遠のいのちの祝福は絶対なのです。だから、たとえ信者がミスを犯したり、失敗をしたり、また、苦難に会うこともあるし、苦しみを味わうときもあります。でも、この祝福は変わることはありません。絶対なのです。これが神様の契約です。私たちは苦難があれば、祝福からふらふら揺れることがありますが、これはキリストの中にある自分に与えられている祝福が、絶対だという信仰に立っていないからです。そうすると、いつまで経っても、様々な条件、環境、状況に振り回されるようになるしかないわけです。信者が弱さを抱えるときもあります。無能な場合もあります。また、無学な場合もあります。そういうことで周りから無視されるときもあるかもしれません。それが望ましいとは言いません。けれども、そういうときも救いの祝福は変わることはないし、絶対なのです。だから、私たちは、弱さではなくて、絶対を握るわけです。

ときには悪魔に騙されることによって、うつ状態になったり、落胆に陥ったり、また、何かを奪われる喪失という場面に遭遇する場合もあります。しかし、そういうときでも救いの祝福は絶対なのです。信者の問題は、救われていないからではなくて、救いの祝福が絶対だという信仰に立っていないからです。特に、日本の場合は、気持ちを表す時、絶対と使うのですが、一般的には、絶対という概念が嫌われる民族性を持っています。そこが教会にまで入り込んでいて、信者だけが握ることができる絶対の祝福があるのに、それを絶対として握らないのです。ちょっとした何かがあると、その祝福も崩れていくかのようになってしまいます。どこに行けばよいのか、方向を失ってしまうわけです。絶対なので、いつ、どんなときでも、何があろうが、絶対の方に行かないといけないし、絶対を握らないといけません。周りから見ると、頭の良い人間、そして、脳細胞が複雑な人間が見ると、無知な人間に、愚かなものに見えるかもしれません。でも、信者は愚直に絶対を握るわけです。歯を食いしばって、いま痛みを感じているとしても絶対を握るわけです。死の影の谷を歩くような状況でも絶対を握るわけです。それをクリスチャン、それを信仰と言います。聖書を暗記することとか、いろいろな勉強が頭の中にある、それが信仰ではありません。キリストの中にある救いの祝福は絶対なのです。ですから、どんな条件、状況、環境に置かれることがあっても、人生を諦めることなどはありえません。人生の希望を放棄することなどはありません。つまり、絶望に浸ることなどはありえません。なぜなら、キリストの中にある祝福が絶対だからです。

なぜ絶対なのでしょうか。神から与えられた契約だからです。神のものですから。そして、今日特に考えていきたいのは、このキリストが宣べ伝えられる伝道、福音宣教の契約は絶対なのです。それを聖なる征服と言います。キリストが宣べ伝えられる伝道は絶対なのです。神様は、このキリストが宣べ伝えられること、これこそが世界を愛することなので、これを先に救われた信者、絶対的な祝福をいただいている教会を通してなさるわけです。信者を通して、教会を通して。そのとき、信者、教会を見ると、とても弱々しい場合があります。これで何ができるのかと思われる、それが本当はほとんどのケースです。しかし、キリストが宣べ伝えられる伝道が絶対というのは、信者、教会の条件に左右されないということです。騙されないようにしましょう。自分の人間的な立場が、一番下っ端にあるかもしれません。この世から指を指されるような身分の場合もあります。初代教会は、ほとんど奴隷でした。だから、何ができるのか、伝道などはありえませんとついつい思うかもしれません。信者が周りと比べたときに、無能な人間、また、無学な人間が多い場合もあるわけです。ペテロは、周りから「あの無学な人間が」と言われるほど、無学が有名になっていた人間でした。だからといって、伝道ができないということはありません。それにもかかわらず伝道は絶対なのです。そのような条件に左右されません。バックグラウンドなどがあればいいなと思うでしょうけれども、バックグラウンドなどが一切ありません。誰も助けてくれるような、擁護してくれるようなことが、周りになにもない場合もあります。だから、伝道は無理なのでしょうか。とんでもありません。伝道は絶対なのです。貧しいときもあります。信者のほとんどは、スタートは貧しいです。だから、何ができるのか。金持ちに伝道などできるか。無学な人間が、大学教授に伝道できるのかと思うでしょうけれども、伝道は神から与えられている契約、絶対なので、その条件とまったく関係ありません。
そして、伝道ができないような状況、人間から見たときには、不可能に見える状況があります。その状況にまったく左右されないのが伝道です。私たちには、伝道する現場を見たときに、既存の文化というものがあります。しかもそれが長い間ずっと守られてきた伝統の中にあるわけです。そういう中で伝道というのは無理ではないのか。もう不可能だろうと思うのです。また、既存の秩序、ルールなどがあります。そのようなルールを破りながら伝道するというのは、果たしてそれはできるものなのかと思うかもしれません。場合によっては、直接、迫害が起きる場合もあります。それが初代教会でした。そして、残念ながら、この伝道に用いられる信者、教会が、最初はマイノリティなのです。既存の集団や団体や流れなどから見たときには、少数人数でありマイノリティなのです。日本の場合は、今現在もマイノリティです。そこでこの巨大な世の中に向かって、既存の伝統や文化などに向かって、伝道というのは果たして可能なのかとついつい思うでしょうけれども、伝道は絶対なのです。頭を回していろいろ考えないようにしましょう。絶対なので私が細かいことを分からなくても、状況がどんなに不可能な状況であっても、伝道は成るものです。この信仰に立っていないといけません。その人は揺れることがありません。その人は人生の勝利者になります。
そして、伝道を実際にやっていく中で、そのプロセスの中でいろいろなことがあります。いろいろなプロセスがあります。しかし、それは本当にプロセスそのものなのです。騙されてはいけません。伝道してみると、良き反応な場合もあります。喜んで歓迎してくれて、また、受け入れる場合もあります。しかし、ほとんどの場合は、聞いて拒否するわけです。その反応などによって左右されてはいけません。どんな反応があろうが、伝道は絶対なのです。皆さん、残りの人生、なんのために生きるのでしょうか。変わるもの、消えて無くなるもののために生きるのでしょうか。あるいは、絶対を握って、その絶対の上に立って、絶対のために生きるのでしょうか。
また、伝道をしていると、実が多く結ばれるときも、少ないときも、まったく実が結ばれないときもあります。だからといって伝道が左右されるものではありません。それはプロセスなのです。だから、実が結ばれる、結ばれないというのも大切なのでしょうけれども、その前に伝道の契約というものは絶対なのです。ひるんだり後退したりあきらめたりするようなものではないわけです。最悪な場合は、伝道の主人公である教会そのものが福音から離れて、契約を裏切る場面があります。聖書にもあるし、歴史を見ていてもそういうことはたくさんありました。だから、多くの人が「なぜ教会がこうなの？」ということでつまずいて教会から離れて信仰を捨ててしまう場合もありますが、とんでもありません。教会がたとえ神を裏切り、聖書を裏切り、そして、自分勝手な道を歩んだとしても、つまずく理由などはありません。それでも伝道は邪魔になりません。伝道は絶対なのです。これが歴史の証拠です。

何を握るのでしょうか。朝晩でもない1日24回も変わりつつある皆さんの感情、それを握って人生を引きずられていくつもりなのでしょうか。あるいは、感情がどうであれ、状況がどう変わろうが絶対変わらない、絶対その通りになる神の契約を握って、皆さんの人生を預けるのでしょうか。何を選ぶのでしょうか。騙される理由などはありません。これが細かいいろいろな契約がある中で、神様の絶対契約なのです。キリストにある救いの祝福、そして、その救われた人、教会を通してなさる神様の伝道、これは絶対です。なので、私たちが奇跡を求めるものではなくて、当たり前に絶対であるがゆえに奇跡が伴われるわけです。だから、奇跡を信じるものであって、奇跡を求めるものではありません。まるで奇跡がないと何もできないかのような奇跡を求める姿勢ではなくて、絶対を握っているので、この絶対を邪魔することができないので、人間の理解や自然の様々な常識を越えて、絶対を絶対にしていく神の奇跡が現れるのは当然なのです。だから、契約を握っているものは、もっと正確に申し上げると、契約を絶対として握っているものは、奇跡の主人公になります。
ですから、世の中の勝利のための絶対は契約です。そして、信者の私たちからは、この契約を絶対として握る、これが大切です。特に、最後に申し上げました伝道の契約を絶対として握って、伝道者としての道を歩んでいく中で落胆などしないように、失望しないように、また、伝道そのものを制限しないようにしましょう。これが絶対の信仰です。そこから生まれる信仰者の、伝道者の生き方というものから、一心、全心、持続というものが生まれるわけです。なぜなら、絶対だからです。何がどう変わろうが、変わるものに私の人生を預けるわけにはいきません。変わるものに私が振り回されてどうするのでしょうか。私は変わりつつあるもので、状況も、自分自身も変わるので、絶対を握ります。
しかし、それが慣れていないので、わざと絶対の中に自分の心と思いを縛っていく時を設けるのです。それを定刻の祈りと言います。定刻の祈りは、いろいろなレベルがあるでしょうけれども、神の契約は絶対だと信じて、それを自分の中で絶対だと握る人が行うものです。なので、絶対に契約を握って落胆せずに、むしろそのときにお祈りを捧げるわけです。自分のやりたいことを全うするためのお祈りではなくて、失望せずに、人間的にならずに、惑わされずに、あきらめずに、その代わりにお祈りを捧げるわけです。なぜなら絶対なので。伝道のときに拒否される場合もあります。教会が裏切る場合もあります。そのときに失望したり、もう伝道の道なんかどうでもいいと思わずに、だからこそヨシュアが日没の前で神様にお祈りを捧げたように祈るわけです。そこに神の奇跡が現れるわけです。人の思いをはるかに超える神様の奇跡が。予想と計算をひっくり返すのが、神の奇跡です。

そのときに皆さんは、現場灯台として輝くようになるでしょう。そして、いままで申し上げました条件、状況、プロセスなどはすべておあかしに変わるわけです。最初は、日没になりそうなその時に、それが危機だと思ったでしょう。でも、後ほど、それはすばらしいおあかしではないでしょうか。それがクリスチャンなのです。

そういう意味で、伝道というのは、このようにまとめるものではないでしょうか。信者、また教会を通して、神様がなさる奇跡です。信者を通して、神様が奇跡をもってなさることです。それが伝道です。ですから、伝道に対して何も否定的に考えたり、あるいはあきらめたり落胆したりすることはないようにしましょう。いままで一人も救われることがなかったとしても、拒否ばっかりだったとしても、伝道は絶対なのです。その拒否が、その実が結ばれなかったことが、伝道の神の契約を邪魔すること、止めることなどはできません。ですから、「私は、実が結ばれなかった、あるいは拒否されたということに立たずに、絶対契約の上に立つ」、これが信仰です。そこで残るのは祈りだけです。祈ってください。神の奇跡を味わいましょう。神の奇跡を求めるものではありません。信じる者というのは、伝道という契約が絶対だという信仰の現れのようなものなのです。
それで最終的に皆さんひとりひとりが、絶対弟子として立ちましょう。絶対弟子とは何でしょうか。訓練をたくさん受けたものではありません。神の契約を、キリストにある祝福、また、このキリストが宣べ伝えられる、神様がこの世を愛する方法、伝道が絶対だと信じて、それを絶対として握るもの、それが絶対弟子です。そのような絶対弟子として立って、残りの生涯、何をするにしても、どこに行くにしても、どういう仕事をするにしても、絶対弟子を探し求める人になっていただきたいと思います。そこに人生の勝利、しかも奇跡を伴う勝利が待っているわけです。

最後に、改めて申し上げます。メッセージをたくさん聞きます。たくさん聞くことも大切です。刻印の問題があるので。しかし、この神の契約を聞くだけではなくて、皆さんの心の中で絶対にしてください。そうすると、この契約の他のすべては、相対的なものになります。つまり、それに左右されることなどありません。極端的な表現で申し上げると、その契約以外のすべては、目に見えるものでも見えないものでも人でも、「どうでもいいですよ」になるわけです。なぜなら絶対はないからです。だから、絶対を握っている者は勝利します。たとえその絶対を握ったがゆえに殺されることがあっても、その人は勝利します。特に、精神的に病んでいる方々、うつの問題を抱えている方、絶対を握ってください。

皆さんが、もうすでにイエス・キリストによって救われた方なので、絶対を握るときに、サタンが縛り上げられるわけです。すでにキリストが与えられました。キリストによって完璧な祝福が与えられました。皆さんが、死の影の谷を歩いていても、その祝福を奪うことができない絶対的な祝福なのです。その皆さんを通して、キリストが宣べ伝えられる伝道の契約は絶対です。これを絶対として握るときに、いやしの祝福があり、サタンが逃げ去るわけです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神から与えられました契約、キリスト、キリストにある救いの祝福、このキリストが宣べ伝えられる神の愛、伝道の契約は絶対であることを、ひとりひとりが告白して、そして、自分の心の中でこれを絶対化することができるように、聖霊様が助けてください。悪魔とサタンのしわざが、その不信仰の偽りがすべて砕かれるように。私たちの脳細胞や頭の中に、このみことばの光による、聖霊のみわざによるすっきりした明るさが戻ることができるようにしてください。奇跡が伴われる勝利者であることを信じて、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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